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基本技術 糖鎖を「金」表面 固定

当社は科学技術振興機構（当社は科学技術振興機構（JSTJST）のプレベンチャー事業「シュガーチップの実用化」の成果）のプレベンチャー事業「シュガーチップの実用化」の成果
を元に設立した鹿児島大学発ベンチャーです。開発した以下の技術とツールを用いて糖を元に設立した鹿児島大学発ベンチャーです。開発した以下の技術とツールを用いて糖
鎖研究をサポートします。鎖研究をサポートします。
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基本技術：糖鎖を「金」表面へ固定
＞ 表面プラズモン共鳴（SPR）のセンサーチップ（シュガーチップ）
＞ 金ナノ粒子：Sugar-chain immobilized Gold Nano Particle （SGNP）
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シュガーチップシュガーチップ(SC)(SC)

リンカー糖鎖

ハイスループット解析

リガンド複合体リガンド複合体 糖鎖固定化金ナノ粒子糖鎖固定化金ナノ粒子
（（SGNPSGNP））

目視での検出、
選択的濃縮

•ターゲットのタンパク質や細胞、ウイルスを非標識で分析できる。
•未知の対象物であっても、解析が可能である。 ＞＞ 検査診断へ適用しやすい。

10 nm

シュガーチップを用いた分析システム

・「シュガーチップ」とは、ガラス板などにコー

トされた金薄膜に糖鎖が固定化されている

チップです。

Con ACon AののGlcGlcαα11--4Glc4Glc--mono chip mono chip へのへの結合挙動結合挙動

• 1 リガンド２サンプル型、1 リガンド１２サン
プル型、９６リガンド1サンプル型（アレイ型）
の3種類があります。

・SPR装置（表面プラズモン共鳴装置）のセン
サーチップとして使用し、解析対象物（蛋白

定量：定量： Kinetic parametersKinetic parameters
KD k (M-1 sec -1) k (sec -1)

質やウイルス等）を標識することなく且つリ

アルタイムで糖鎖との相互作用を調べる事

ができます。そのため迅速かつ網羅的に研

究を進めることが可能です。

D 
(nM) ka (M-1・sec.-1) kd (sec.-1)

Glcα1-4Glc-mono 480 1.1 x103 5.2 x10-3

Manα1-2Man-mono 1200 3.9 x103 4.6 x10-3

Manα1-6Man-mono 670 10 x103 6.9 x10-3



アレイ型シュガーチップを用いた解析例：アレイ型シュガーチップを用いた解析例： レンチウイルスベクターが結合する硫酸化糖のスクリーニングレンチウイルスベクターが結合する硫酸化糖のスクリーニング

1) GlcNS6Sα1-4GlcAβ1-6Glc
2) GlcNS6Sα1-4IdoAα1-6Glc
3) GlcNSα1-4GlcAβ1-6Glc

1      2      3     4      5      6      7      8      9     10    11    12    

4) GlcNSα1-4IdoAα1-6Glc
5) Heparin
6) Chondroitin
7) Chondroitin sulfate A
8) Chondroitin sulfate B
9) Chondroitin sulfate C
10) Chondroitin sulfate D
11) Chondroitin sulfate E
12) GlcAβ1-3GalNAc4S6Sβ1-6Glc

• 5～20 nm（大きさはコントロールできます）
の金ナノ粒子に糖鎖が固定化されています。

•多価の蛋白質と結合すると凝集塊を形成す

糖鎖固定化金ナノ粒子 （SGNP）
相互作用の目視での検出相互作用の目視での検出

Con A

RCA120 GlcGlcαα11--44GlcGlc--
GNPGNP 添加直後•多価の蛋白質と結合すると凝集塊を形成す

るため、糖鎖との相互作用を、特別な装置

を必要とせず、目視で検出できます。

•糖鎖結合性蛋白質（レクチン）の１ステップ
精製、ドットブロットのプローブなど、糖鎖に

関する基礎研究に応用可能です

30分後

室温で放置

BSA
GNPGNP 添加直後

Con A

RCA120

BSA関する基礎研究に応用可能です。

•ウイルスに結合する糖鎖を固定化した
SGNPを利用すると、極微量のウイルスを
濃縮でき、PCRを組み合わせる事によって、
超高感度でウイルスの検出が可能になりま

ザ 性感 者 特

BSA

糖鎖結合性蛋白質（レクチン）の糖鎖結合性蛋白質（レクチン）の11ステップ精製ステップ精製

sup
sup sup

SGNP

した。インフルエンザの不顕性感染者を特

定することにも成功しています。
pptmixture

ppt pptmixture

SGNPSGNPととQQ--PCRPCRを用いるウイルスの超高感度分析システムを用いるウイルスの超高感度分析システム

テストサンプル
型イ ザウイ （ / / / ）

SGNP テストサンプル

100 HAU

10 HAU

1 HAU

+  SGNPSGNPで濃縮
した場合

50 nm

ウイルスの捕捉

A型インフルエンザウイルス（A/Wyoming/2003/7）

リアルタイム
PCRで10サイク
ル早く検出！

遠心
（濃縮）

RNA/DNA
の抽出

100 HAU

10 HAU

1 HAU

- SGNP
従来の方法

ウイルス
の検出
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リアルタイムＰＣＲ
従来技術では不可能だった極希薄ウイルスの遺伝子検査ができる！


